
業務委託基本契約書
株式会社WEB企画（以下「甲」という。）と太田彩音
（以下「乙」という。）は、次のとおり契約を締結する。
（委託・受託）

第1条

甲は乙に対し、本契約及び個別契約の定めるところにより、甲のウェブサイトに掲載する記事の制作業務（以下「本件業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
（契約期間）

第2条

甲が本件業務を乙に委託する期間は、平成●年●月●日から平成●年●月●日まで
とする。

2　契約期間満了日の1ヶ月前までに、甲乙いずれからも書面による契約を更新しない旨の申し出のないときは、本契約と同一の条件でさらに6ヶ月間更新するものとし、以後同様とする。
（本件業務の実施）

第3条

乙は、本契約、個別契約及び第7条に基づき甲が乙に提供するマニュアル等の定めるところに従い、本件業務を善良なる管理者の注意をもって遂行するものとする。

2　乙は、個別契約で定める内容、1記事あたりの文字数及び記事数に合致した各記事を、個別契約で定める納入方法及び納入期日に従って、甲に納品するものとする。

3　乙は、個別契約で定める各打ち合わせ期日に、甲の事務所を訪問し、甲の担当者と、当該打ち合わせ後1ヶ月間に乙が執筆する記事についての打ち合わせを行う。
（進捗の報告等）

第4条

乙は、甲から指示があった場合、速やかに、甲に対して個別契約で定める方法により進捗状況の報告を行うものとする。

2　乙は、各納入期日までに所定の記事を納入できない事由が生じたときは、遅滞なくその旨を甲に通知する。
（納入、検査及び修正）

第5条

甲は、乙より各記事受領後、速やかに個別契約等に基づき検査を行う。

2　甲は、各記事が個別契約の定める条件を満たしていると認める場合、乙に対して、記事の合格を通知する。

3　甲は、各記事が個別契約等の定める条件を満たしていないと認める場合、乙に対して、記事の修正を指示することができる。

4　乙は、甲より前項の修正指示を受けた場合、速やかに自己の費用と責任により、修正事項を修正し、修正指示より2週間以内に、修正後の記事を、個別契約に定める納入方法に従って、甲に対して納品するものとする。この場合、甲は、第1項に従って検査を行う。
（本件業務実施に当たっての禁止事項）

第6条

乙は、本件業務の全部または一部を、甲の書面による事前の承諾を得ることなく第三者に再委託してはならないものとする。また、甲の書面による事前の承諾を得て本件業務の全部または一部を第三者に再委託する場合、乙は、当該第三者に対して、本契約第・条に定める秘密保持義務と同等の義務を課すものとし、当該第三者がかかる秘密保持義務を遵守することを甲に対して保証するものとする。

2　乙は、本件業務を遂行するにあたって、第三者の著作権等の権利を侵害してはならない。

3　乙は、本件業務を遂行するにあたって、乙が著作権を有する他の著作物を利用・改変して記事を制作してはならない。

4　乙は、甲に納入した各記事（第5条第1項の検査に合格しなかったものを含む）を、自らまたは第三者をして販売したり、公開したりしてはならない。
（マニュアル等の貸与・提供）

第7条

甲は、別紙に記載するマニュアル等（以下「本件マニュアル等」という）を乙に貸与・提供するものとする。

2　乙は、本件マニュアル等を、善良なる管理者の注意をもって管理するものとし、本件業務の遂行以外の用途に使用したり、譲渡等の処分を行ってはならない。

3　乙は、本件マニュアル等に従い、本件業務遂行としての記事を制作するものとする。
（対価及び費用）

第8条

甲は乙に対し、本件業務の対価として、第5条第1項に定める甲による検査に合格した記事について、1文字につき個別契約で定める金額（消費税込）を支払う（ただし、研修期間中は、１文字につき金0.8円（消費税込）とする）。この文字数は、
【文字数カウント】http://www1.odn.ne.jp/megukuma/count.htm

の文字数計測機能により甲が計測する。

2　甲は、乙に対して、次の各号に定める本件業務遂行に伴う費用を支払う。

(1)　打ち合わせのための、乙自宅から甲までの交通費（ただし、領収証を添付して、書面によって申告のあったもののみ）
3　甲は、毎月末日を締め日として、第1項及び第2項に定める金員の当月分を、翌月20日までに、下記銀行口座に振り込む方法によって支払う。ただし振込手数料は甲の負担とする。

記

碧海信用金庫 今村支店
口座番号　1630093
口座名義　オオタアヤネ
（権利の帰属）

第9条

乙が納入した記事に係る著作権その他の知的財産権は、すべて甲に帰属するものする。

2　前項に定める権利（著作権法第27条及び28条に定める権利を含む）が乙または乙の役員若しくは従業員に発生する場合、乙は、当該権利を甲に無償で譲渡するものとする。

3　乙は、甲に対して、納入した記事にかかる著作者人格権を行使しない。

4　本条第1項及び前項の規定にもかかわらず、乙が納入した記事の中に、本契約締結以前から乙が適法に保有する知的財産権が含まれる場合、かかる知的財産権は乙に留保されるものとする。乙は、甲及び甲から納入された記事の譲渡、貸与等を受けた第三者（以下、総称して「甲ら」という）に対し、記事を使用、収益、処分するのに必要な範囲で、乙に留保された当該知的財産権を実施する非独占的権利を無償で許諾するものとする。　

5　乙が納入した記事の中に、第三者の著作権その他の知的財産権が含まれる場合、乙は、自らの費用と責任をもって、当該第三者と交渉し、当該第三者から甲らに対する当該知的財産権に係る利用許諾が与えられるようにする。

6　乙は、甲に納入した各記事（第5条第1項の検査に合格しなかったものを含む）に係る著作権その他の知的財産権を、自らまたは第三者をして、使用、収益、処分しないものとする。
（保証）

第10条

乙は、甲に対し、個別契約に従って本件業務を遂行の上、各記事を制作したことを保証する。

2　乙は、甲に対し、本件業務を遂行する過程で、甲及び第三者の権利を侵害していないことを保証する。
（秘密保持）

第11条

乙は、本契約遂行の過程で知り得た甲の技術情報及び甲の事業活動に有用な営業上の情報を厳に秘密として保持し、第三者に開示、漏洩してはならないものとし、また、本契約の目的以外に使用してはならない。

2　乙は、第7条1項に基づき甲から貸与された本件マニュアル等を、第三者に公開しない。
（解除）

第12条

甲または乙が次の各号のいずれかに該当したときは、相手方は、催告その他の手続を要することなく、直ちに本契約を解除することができる。

①　本契約の条項の一に違反した場合

②　監督官庁より営業の取消、停止等の処分を受けたとき

③　破産、特別清算、民事再生手続若しくは会社更生手続開始の申立てを受け、または自らこれらの一を申し立てたとき

④　自ら振出し、または引き受けた手形，小切手が不渡り処分になる等、支払いが不能な状態になったとき

⑤　第三者より差押え、仮差押え、仮処分、強制執行もしくは競売申立てまたは公租公課滞納処分を受けたとき

⑥　解散、減資、営業の全部または重要な一部の譲渡等の決議をしたとき

⑦　一方からの連絡に対し、2週間以上、応答がなかったとき

⑧　乙が、個別契約に定める条件に従って記事を納品しなかったとき

⑨　相手方に重大な過失又は背信行為があったとき

⑩　その他本契約を継続しがたい重大な事由が発生したとき

2　前項に基づく契約解除は、損害賠償請求権の行使を妨げない。
（契約の終了）

第13条

終了事由の如何を問わず、本契約が終了したときは、乙は、第7条1項に基づき甲より貸与された本件マニュアル等を、甲に返還すると共に、データを消去するものとする。

2　終了事由の如何を問わず、本契約が終了したとしても、第9条、第10条、第11条、第14条、本条、第17条及び第18条の規定は有効に存続するものとする。
（損害賠償）

第14条

甲及び乙は、本契約に違反したことにより、相手方に損害を与えたときは、その損害のすべて（弁護士費用を含む）を賠償しなければならない。

2　乙は、乙が第6条に違反することによって、甲が第三者から何らかの請求や申告を受けた場合、これによって甲が被ったすべての損害（対応に係る実費、係争費用及び人件費を含む）を賠償しなければならない。
（期限の利益の喪失）

第15条

甲または乙は、第12条第1項各号の一に該当する事由が生じたときは、相手方に対する一切の債務について相手方からの何らの通知、催告を要せず、当然に期限の利益を喪失するものとする。
（一般通知義務）

第16条

甲及び乙は、次の各号のいずれかに該当する事項が生じたときは、相手方に対し、その旨を書面により速やかに通知しなければならない。

①　法人の名称又は商号の変更

②　振込先指定口座の変更

③　代表者の変更

④　本店、主たる事務所の所在地又は住所の変更
（権利義務の譲渡禁止）

第17条

甲及び乙は、相手方の書面による事前の承諾を得ることなく、本契約から生じる権利義務の全部または一部を第三者に譲渡若しくは移転しまたは第三者のための担保に供してはならない。
（合意管轄）

第18条

本契約に関して甲乙間に生じた紛争については、名古屋地方裁判所を第一審の専属合意管轄裁判所とする。
本契約締結の証として本書2通を作成し、甲乙各自記名捺印のうえ、各1通を保管する。
甲 株式会社WEB企画
乙 太田彩音

�敬称略していいですか？


�期間不明です。


�資料でここのサイトが基準と伝えてあるので…


OKですか？


�ここ空欄だったので入れましたが、


OKですか？






